
今月の主な内容 今月の表紙
７月19日から23日まで２０１４年度全日本社
会人ホッケー選手権大会（紀の国わかやま国体
競技別リハーサル大会）がスポーツ公園で開か
れました。（開会式で選手宣誓をする箕島クラブ
（有田市）の谷口直哉主将。/18日・文化セン
ターにて）
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紀
美
野
町
の
高
齢
者
の
皆
様
の

ご
長
寿
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

来
る
９
月
６
日
（
土
）
美
里
地

区
、
７
日
（
日
）
野
上
地
区
に
お

い
て
、
区
長
会
、
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
そ

の
他
各
種
団
体
の
皆
様
の
ご
協
力

を
得
て
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
平
成
26
年
９
月
30
日
で
75
歳
以

上
の
方
が
対
象
で
す
。

◎
敬
老
祝
金
の
支
給

　
（
き
み
の
共
通
商
品
券
）

75
歳
以
上　
　

２
，
０
０
０
円

80
歳
以
上　
　

３
，
０
０
０
円

90
歳
以
上　
　

５
，
０
０
０
円

100
歳
以
上　

１
０
，
０
０
０
円

■
紀
美
野
町
敬
老
会（
美
里
地
区
）

日
時　

９
月
６
日
（
土
）

　
　
　

13
時
か
ら

場
所　

紀
美
野
町
文
化
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー　

■
紀
美
野
町
敬
老
会（
野
上
地
区
）

日
時　

９
月
７
日
（
日
）

　
　
　

13
時
か
ら

場
所　

紀
美
野
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

【
内
容
】

式
典

演
芸　

　

歌
謡　

大
月　

み
や
こ

　

舞
踊
・
三
味
線　

　
　
　
　

す
わ
ん
江
戸
村

　
　
　
　
（
劇
団
紀
州
）

　

歌
謡　

河
村　

一
樹

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」「
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動
」　
　

知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

街
頭
啓
発
も
実
施

た
だ
い
ま

「
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動
」

実
施
中
！

～
８
月
31
日

７
月
１
日
、
役
場
に
て
「
第
64

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」、

「
第
50
回
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る

運
動
」
の
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
寺
本
町
長
が
「
本

町
に
お
い
て
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
の
実
現
、
ま
た
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

心
身
と
も
に
健
康
で
た
く
ま
し
く

成
長
で
き
る
よ
う
、
皆
様
方
の
更

な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
保
護
司

会
長
の
山
中
正
史
氏
が
仁
坂
吉
伸

和
歌
山
県
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

代
読
し
、
寺
本
町
長
に
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

式
後
、
保
護
司
会
、
更
生
保
護

女
性
会
、
警
察
補
導
員
会
、
青
少

年
育
成
委
員
会
、
海
南
保
健
所
の

方
々
に
よ
り
街
頭
啓
発
や
町
内
の

小
・
中
学
校
訪
問
が
実
施
さ
れ
、

チ
ラ
シ
や
啓
発
用
品
を
配
っ
て
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た

平
成
26
年
度　

敬
老
会
の
お
知
ら
せ

夏の節電にご協力をお願いします。
この夏の需給見通しにつきましては、平成２５年度並み
の猛暑を想定した場合でも、引き続き、無理なく継続して
ご協力を賜ることが期待できる節電（定着した節電）を織り
込むことや、中西日本に加えて東日本の電力会社からの応
援融通等により、予備率は、電力の供給に最低限必要とさ
れている３％を辛うじて確保できる見通しです。
しかしながら、発電所のトラブルなど、不測の事態によ
り、電力需給が逼

ひっぱく

迫することも考えられます。
電力需給の逼迫が予想される場合には、お客さまの健康
に影響を与えない範囲、ライフライン機能等の維持や生産
活動に支障のない範囲で、可能な限りの節電にご協力いた
だきますよう、重ねてお願い申し上げます。

～　節電に関するお問い合わせ先
　　　  （関西電力：節電お問い合わせ専用ダイヤル）～
【電話番号】0800-123-0171（通話料無料）
【受付時間】平日 9:00 ～ 17:00（7 月 1 日より開設、土日
　　　　　　祝および 8月 13 日～ 15 日は除く）
※お電話がつながりにくい場合がございますので、あらかじめご了承ください。
※一部の IP 電話からは、ご利用いただけない場合がございます。 動木地区で実施された街頭啓発

山中保護司会長から寺本町長に知事メッセージが伝達さ
れました。

大月　みやこ

すわん江戸村
（劇団紀州）

河村　一樹
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紀
美
野
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
か
ら
幼
児
期
の
学

校
教
育
・
保
育
や
、
地
域
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推

進
す
る
た
め
の
子
ど
も
・
子
育
て

関
連
３
法
を
軸
と
し
た
支
援
新
制

度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。 

●
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
と

は
左
記
の
法
律
を
い
い
ま
す
。

１
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」 

２
「
認
定
こ
ど
も
園
法
の
一
部
改
正
」 

３
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及

び
認
定
こ
ど
も
園
法
の
一
部
改

正
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」 

●
紀
美
野
町
内
に
お
け
る
新
制
度

の
主
な
影
響
内
容 

１　

認
定
こ
ど
も
園
の
創
設
（
現

在
詳
細
は
未
定
） 

２　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
、
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
事
業
の
充

実 

平
成
27
年
度
開
始
予
定
の
新
制

度
へ
の
円
滑
な
移
行
の
た
め
、
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
住
民
の
皆
様
の
子
育

て
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
反
映
し

た
、
事
業
計
画
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。 

制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
り

に
な
り
た
い
方
は
、
内
閣
府
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

http://w
w
w
8.cao.go.jp/

shoushi/shinseido/index.htm
l

３
．
屋
外
で
大
規
模
な
催
し
を
開

催
す
る
場
合
の
防
火
管
理　

祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
な
ど

の
屋
外
で
の
催
し
の
う
ち
、
露
店

等
の
数
が
１
０
０
店
舗
を
超
え
る

場
合
は
、
火
災
発
生
時
の
消
火
及

び
避
難
が
困
難
に
な
り
被
害
を
拡

大
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
消
防

長
が
「
指
定
催
し
」
と
し
て
指
定

し
、
主
催
者
は
次
の
こ
と
を
行
う

義
務
が
生
じ
ま
す
。

①
防
火
・
火
災
予
防
の
統
括
的
管

理
を
行
う
た
め
の
防
火
担
当
者

を
定
め
、
防
火
担
当
者
に
火
災

予
防
上
必
要
な
業
務
の
計
画
を

作
成
さ
せ
、
計
画
に
従
っ
て
必

要
な
業
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

②
右
記
の
火
災
予
防
上
必
要
な
業

務
計
画
を
、
開
催
す
る
日
の
14

日
前
ま
で
に
消
防
本
部
へ
提
出

す
る
こ
と
。

※
提
出
し
な
い
場
合
に
は
、
罰
則

規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

４
．
そ
の
他

近
親
者
に
よ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
花
見
な
ど
、
個
人
的
な
行
事
は

対
象
外
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

詳
細
に
つ
い
て
は
、
消
防
本
部

予
防
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
３

昨
年
発
生
し
た
京
都
府
福
知
山

花
火
大
会
会
場
で
の
火
災
を
教
訓

に
、
火
災
予
防
対
策
の
徹
底
を
は

か
る
た
め
、
火
災
予
防
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

１
．
催
し
に
は
消
火
器
の
準
備
が

必
要

祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、
展

示
会
な
ど
多
数
の
人
が
集
合
す
る

催
し
で
、対
象
火
気
器
具
等
（
※
）

を
使
用
す
る
場
合
は
、
屋
内
外
を

問
わ
ず
、
消
火
器
を
準
備
し
た
上

で
使
用
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

※
対
象
火
気
器
具
等
（
例
）

２
．
対
象
火
気
器
具
等
を
使
用
す

る
露
店
等
を
開
設
し
よ
う
と

す
る
場
合
の
届
出

祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、
展

示
会
な
ど
多
数
の
人
が
集
合
す
る

屋
外
で
の
催
し
で
、
対
象
火
気
器

具
等
を
使
用
す
る
露
店
等
を
開
設

し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
事
前
に

届
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

「和歌山県行政報告会」開催のお知らせ

和歌山県主催による「和歌山県行政報告会」を紀
美野町で開催します。
「和歌山県行政報告会」では、知事が県行政の重
点施策や各地域の課題、トピックスなどについてお
話し、参加された県民の皆さまと直接意見交換しま
す。
「和歌山県行政報告会」は平成 21 年度から県内各
地において順次開催しており、紀美野町における開
催は平成 25 年８月以来となります。
今回も、ぜひとも紀美野町の皆さまの積極的なご

参加をお待ちしています。
■「和歌山県行政報告会」の目的■
県民の皆さまと直接お話する機会をさらにひろ

げ、県の施策を県民の皆さまにご理解いただくとと
もに、県民の皆さまからのご意見をお聴きすること
を目的として「和歌山県行政報告会」を県内各地で
開催するものです。
１　主　　催　和歌山県
２　開催日時　平成 26 年８月 29 日（金）　
　　　　　　　19 時から 20 時 30 分まで
３　開催場所　紀美野町総合福祉センター 3 階 
　　　　　　　多目的ホール
　　　　　　　（海草郡紀美野町下佐々 1408 －４）
４　出 席 者　仁坂吉伸　和歌山県知事（主催者）
５　来　　賓　寺本光嘉　紀美野町長（開催地町長）
６　内　　容　
⑴知事による県行政の重点施策や各地域の課
題、トピックスなどに関する説明

⑵知事と参加者との意見交換
■問い合わせ　
和歌山県知事室広報課　
　　　　　　　　　　℡ 073－441－2034（直通）
海草振興局地域振興部企画産業課　
　　　　　　　　　　℡073－ 441－ 3375（直通）
紀美野町総務課　　　℡ 073－489－2430（代表）
※お問い合わせは、平日 ( 土・日・祝日以外 ) の 9:00
　～ 17:00 にお願いします。

大地震の発生に備えて
～地震は必ず起こります !! ～

南海トラフ巨大地震が発生すれば、県
内で最大震度７の揺れと最大１９ｍの津
波【海南市は最大８ｍ・最短到達時間は
３９分】が襲来すると想定されています。
また、東海・東南海・南海３連動地

震が発生する確率は１０年以内では
２０％、３０年以内では７０％と想定さ
れています。

津波避難の心得
●地震が起きれば「津波てんでんこ」になら
い迷わず逃げる。
「てんでんこ」とは、家族にも構わず各自
で高台に逃げることです。

●津波避難三原則
　「想定にとらわれるな」・「最善を尽くせ」・
「率先避難者たれ」
●警報・注意報が解除されるまで沿岸部には
戻らない。
津波は繰り返し襲ってきます。

海南警察署　℡ 073 － 482 － 0110

発電機 ストーブ
（ガス・石油・電気）

ガスコンロ



2014.8 4

平成26年度衛生カレンダーをご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈申込みは、各保育所まで〉

○野上第１保育所：8 月 11 日（月）・２5 日（月）　℡４８９－２１４４
○野上第２保育所：8 月　5 日（火）・１9 日（火）　℡４８９－４９５３
○神野保育所　　：8 月　6 日（水）・20 日（水）　℡４９５－２０４９
○毛原保育所　　：8 月 27 日（水）　℡４９９－０１３１

■遊びの教室のご案内〈申込みは、支援センター ℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第 1 保育所

○コアラ　　　　8 月　6 日（水）9 時 30 分〜 11 時 30 分　子育て支援センター（水遊び）
○カンガルー　　8 月２0 日（水）9 時 30 分〜 11 時　　　　子育て支援センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

■子育て支援センター・文化センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】 動木 156（℡ 489 － 2144）
　　　　　　　　　　 月曜日〜金曜日（土・日・祝は休み）（10 時～ 12 時・13 時～ 16 時）
　　　　　　　　　　 8 月 11 日（月）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　 8 月 25 日（月）は栄養士による栄養相談

【文 化 セ ン タ ー】神野市場 217（℡ 495 － 9055）
　　　　　　　　　　 8 月 28 日（木）（9 時 30 分～ 11 時 30 分）
　　　　　　　　　　『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ

【育児相談】支援センターでは、随時行っています。
　　　　　町内保育所でも相談を来所、電話などで行っています。
　　　　　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成等を行います。（予約制）

8 月 11 日（月）　　　9 時 30 分〜 10 時 30 分
8 月 25 日（月）　　　　　　　（受付）

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせ
します。（予約制）

検 便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望
される方には、精神科医師が相談に応じます。

（一週間前までに要予約）	
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

8 月 13 日（水）　　　9 時〜
8 月 27 日（水）　　13 時 30 分〜

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制）

8 月 11 日（月）　　10 時 30 分〜 11 時 30 分8 月２5 日（月）
医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日〜金曜日（祝・祭日除く）　　

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された
場合は約２週間後）にお知らせします。（予約制） 8 月 25 日（月）　１７時～１９時

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで		  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕  平日（8時30分～17時15分）　℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17時15分以降）℡４８９－２４３０
〔場　所〕　紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕　houkatu@town.kimino.lg.jp

健康相談のお知らせ　（8月の日程）
■場所：総合福祉センター
■とき：毎週水曜日　６日、13日、20日、27日
■時間：９時～ 11時　■対象者：住民すべての方
■内容：健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談　・離乳食の相談・健診結果の相談　等
各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後の
よりよい生活につなげましょう。
生活改善に関心のある方は、保健師、栄養士が相談に応じま
すので、お気軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

熱中症に注意しましょう！
真夏日（最高気温が３０℃以上）の日数が多くなるほど、熱中症
による死亡数も多くなっています！夏本番は特に注意が必要で
す！
≪熱中症の予防法≫
◎こまめに水分と塩分の補給をしましょう。
◎扇風機やエアコンなどを上手に利用しましょう。
◎風通しの良い涼しい服装を選びましょう。
◎日陰を利用し、こまめに休憩をとりましょう。
◎こまめに体温測定をしましょう。（特に高齢者、子どもなど）
【熱中症が疑われる人を見かけたら】
☆涼しい場所へ避難させる（エアコンの効いている室内、風通し
の良い日陰）

☆衣服をゆるめ、からだを冷やす（特に首の回り・脇の下・足の
付け根）

☆水分・塩分・経口補水液※などを補給する
　（※水に食塩とブドウ糖を溶かしたもの）
自力で水が飲めない、意識がない場合は、すぐに救急車を呼びま
しょう！

保健センターだより
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障がい者巡回相談のお知らせ

肝疾患相談支援センター（消化器内科外来内）
相談受付  ℡０７３－４４１－０８５０
　　　   （受付時間：9時～16時、土曜・
　　　　　　日曜・祝日・年末年始を除く）
　　　　  FAX　０７３－４４１－０８５１
　　　　  e-mail　kansien@wakayama-med.ac.jp
　　　　  ※ FAX,e-mail の場合は、予定日程
　　　　　  を調整後返信してくれます。
相 談 日  月曜・水曜　9時～ 16 時
相談方法  面談（予約制、無料）
　　　　  ※ FAX,e-mail での相談は受け付け
　　　　　  ていません。

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

介
護
予
防
実
践
レ
ポ
ー
ト

No.4

い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ
キ
と
！

今
回
は
、
高
齢
者
の
食
事
に
つ
い
て
で
す
。

夏
の
暑
さ
で
食
欲
が
低
下
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
体
を
動
か
す
た
め
の

活
動
源
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
体
を
つ
く
る
タ
ン
パ
ク
質
（
肉
・
魚
・

玉
子
・
大
豆
製
品
・
乳
製
品
）
が
不
足
す
る
こ
と
を
低
栄
養
と
い
い
ま

す
。
低
栄
養
に
な
る
と
、
免
疫
力
が
落
ち
て
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な

っ
た
り
、
身
体
機
能
が
低
下
し
要
介
護
状
態
に
な
り
や
す
い
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

★
左
記
に
あ
て
は
ま
る
方
は
低
栄
養
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

□
半
年
間
で
体
重
が
２
～
３
ｋ
ｇ
減
っ
た
。

□
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
18
・
５
未
満
で
あ
る
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重
（
ｋ
ｇ
）÷

　

身
長
（
ｍ
）÷
身
長
（
ｍ
）
）

★
低
栄
養
状
態
を
防
ぐ
食
生
活
の
ヒ
ン
ト

①
１
か
月
に
１
回
は
体
重
を
測
る
。

②
主
食
（
ご
は
ん
、
パ
ン
、
麺
類
）
と
主
菜
（
タ
ン
パ
ク
質
）
を
毎

食
食
べ
る
。

③
食
欲
が
な
い
と
き
は
、
好
き
な
も
の
を
好
き
な
だ
け
食
べ
る
。

④
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
タ
ン
パ
ク
質
が
多
く
含
ま
れ
る
食
品
を
選
ぶ
。

⑤
脱
水
症
予
防
に
水
分
を
十
分
取
る
。

⑥
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
。

食
事
は
栄
養
だ
け
で
な
く
、
食
べ
る
こ
と
を
楽
し
む
こ
と
で
心
身
の

老
化
を
防
ぎ
、
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
食
べ
る
こ
と
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
。

対　象　者 月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

精神障がいの方・
家族の方

8 月   5 日（火）

総合福祉センター
　9 時 30 分～ 12 時

美里支所
　13 時 30 分～ 16 時

●野上厚生病院内相談支援事業所
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」

℡４８９－２９０８

℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

8 月 20 日（水）

総合福祉センター
　9 時 30 分～ 12 時

美里支所
　13 時 30 分～ 16 時

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

●和歌山県福祉事業団海草圏域
　障害児者相談支援事業所「らん」

℡４８３－０４５４

℡４９４－３５３９

ま
た
、
和
歌
山
県
立
医
科
大

学
附
属
病
院
に
は
肝
疾
患
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
病
気

の
相
談
だ
け
で
な
く
、
最
新
医

療
情
報
の
提
供
、
医
療
連
携
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
方
々

か
ら
の
相
談
を
専
任
看
護
師
が

受
け
、
適
切
な
医
療
が
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し

て
く
れ
ま
す
。	

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
、
ま

ず
は
専
門
医
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
本
格
的
な

治
療
が
必
要
か
ど
う
か
を
判
断

し
て
も
ら
い
ま
す
。
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
て
も
、

ず
っ
と
症
状
が
出
な
い
ま
ま
終

わ
る
も
の
も
あ
り
、
す
ぐ
に
は

治
療
が
必
要
で
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
治
療
は
、
症
状

と
体
の
状
態
に
合
わ
せ
て
選
び

ま
す
。

和
歌
山
県
で
は
肝
疾
患
診
療

連
携
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
て

い
る
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
附

属
病
院
を
中
心
に
し
て
県
内
の

各
病
院
、
か
か
り
つ
け
医
が
一

緒
に
な
っ
て
、
治
療
を
応
援
す

る
体
制
を
作
っ
て
い
ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
相
談
に
つ
い
て

国保野上厚生総合病院だより　 　　 　　 （医師紹介⑲）

神経・精神科医師　里
さと

神
がみ

　和
かず

美
み

今年４月より、精
神科に勤務しており
ます里神和美です。
人は、人生の中で
多くの『変化』（進学・
就職・結婚・出産・
病気・身近な人の死
など）を経験します。
『変化』の中には、
心の健康を不安定に
させるものもありま
す。いち精神科医と
して、患者さんが健
康な心で、『変化』を乗り越えていけるようお手伝いできればと思っ
ています。
また、診察室が患者さんにとって安心・安全な場であるよう心掛
けております。どうぞよろしくお願いします。

左から、上野副院長、上野山看護師、里神医師、坂本医師
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７
月
６
日（
日
）午
前
11
時
か
ら

志
賀
野
七
夕
フ
ェ
ス
タ（
主
催 

未

来
de
志
賀
野
／
代
表 
赤
阪
惠
子

さ
ん
）が
旧
志
賀
野
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
中
心
に
開
か
れ
、
多
く

の
出
店
も
あ
り
、
家
族
連
れ
ら
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は
、
ス
テ
ー
ジ

都
会
か
ら「
田
舎
で
暮
ら
し
た

い
」と
い
う
想
い
を
持
っ
て
、
毎

月
10
組
前
後
の
移
住
希
望
者
が
紀

美
野
町
を
訪
ね
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
希
望
者
数
に

対
し
、
貸
し
て
い
た
だ
け
る
空
き

家
が
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。空

き
家
の
賃
貸
借
は
、
和
歌
山

県
に
登
録
さ
れ
た
専
門
家
に
契
約

を
仲
介
し
て
い
た
だ
い
て
進
め
ま

す
。安

心
し
て
貸
し
て
い
た
だ
け
る

仕
組
み
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
空
き

家
の
活
用
を
ご
一
考
い
た
だ
き
た

く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会

　

℡
４
９
５
‐
２
３
３
９

■
日　

時　

８
月
31
日（
日
）

１
部
／
10
時
～
12
時

２
部
／
13
時
～
15
時

■
場　

所　

西
野
集
会
所

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

未
来
に
つ
な
ぐ
虹
の
会

http://kim
ino.org/

E-m
ail/info@

kim
ino.org

℡　

０
９
０
‐
１
０
２
８
‐　

　
　

３
５
９
０（
赤
阪
）

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
り
、
子
ど

も
た
ち
は
、
七
夕
飾
り
や
竹
水
鉄

砲
作
り
、
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

設
け
ら
れ
た
簡
易
プ
ー
ル
で
楽
し

く
水
遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
。

紀
の
川
市
か
ら
家
族
連
れ
で
訪

れ
た
男
性
は「
子
ど
も
が
竹
水
鉄

砲
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
家
族

で
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
来
た
い
で
す
。」と
話

し
て
い
ま
し
た

６
月
27
日
、
松
瀬
地
区
の
遊
休

農
地（
約
40
ア
ー
ル
）に
ヤ
ギ
２
頭

が
放
牧
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
づ
く
り
グ
ル
ー

プ「
紀
美
野
い
き
い
き
講
中
」（
代

表 

尾
初
瀬
鈴
子
さ
ん
）が
、
県
の

進
め
る
放
牧
に
よ
る
遊
休
農
地
の

再
生
と
適
正
な
維
持
管
理
を
目
的

と
し
た「
放
牧
に
よ
る
草
刈
り
レ

ス
キ
ュ
ー
モ
デ
ル
事
業
」と
し
て

行
っ
た
も
の
で
、
２
カ
月
間
、
県

か
ら
借
り
受
け
放
牧
さ
れ
ま
す
。

関
係
者
約
40
人
が
出
迎
え
る

中
、
県
畜
産
試
験
場
の
ヤ
ギ
２
頭

（
８
歳
の
太
郎
と
花
子
）が
到
着
。

電
気
牧
柵
で
囲
ま
れ
、
簡
易
小
屋

も
設
置
さ
れ
た
農
地
に
放
た
れ
る

と
、
早
速
草
を
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。

尾
初
瀬
さ
ん
は「
た
く
さ
ん
草

を
食
べ
て
も
ら
い
、
き
れ
い
に
な

っ
た
あ
と
に
野
菜
な
ど
を
植
え
た

い
と
思
い
ま
す
。」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

農
村
の
草
刈
り
応
援
隊

ヤ
ギ
２
頭
を
放
牧
!!

紀
美
野
い
き
い
き
講
中
（
松
瀬
地
区
）

多
彩
な
催
し
で
に
ぎ
わ
う
!!

志
賀
野
七
夕
フ
ェ
ス
タ

き
み
の
定
住
を

支
援
す
る
会
だ
よ
り

竹
と
光
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

竹
で
行あ

ん
ど
ん灯

づ
く
り

☆指定管理者を募集します☆
■施設名　紀美野町雨山水辺公園（雨山の郷）
■所在地　海草郡紀美野町井堰１２４番地１
■目　的　町民の健康増進と町民の憩いの場である  
　　　　　紀美野町雨山水辺公園を有効活用し、地
　　　　　域住民のコミュニティー活動の推進、又
　　　　　地域内外との交流等を図り、本町の活性
　　　　　化を促進する。
■指定期間　　平成２６年１０月１日～
　　　　　　　平成２９年３月３１日
■募集要項の交付及び申請書等の提出期間
　　　　　　　平成２６年８月１日（金）～
　　　　　　　平成２６年８月１５日（金）
■応募資格　町内に主たる事務所を有し、安全円滑
　　　　　　に対象施設を管理運営できる法人その
　　　　　　他の団体
■問い合わせ　産業課　℡　　 073-489-5901
　　　　　　　　　　　FAX　073-489-2510

放牧されて草を食べる太郎（左）と花子（右）

大きな七夕笹飾りが設置された会場内でイ
ベントを楽しむ人たち
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～
町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
～

９
月
１
日
は
町
県
民
税
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
第
２
期
、
９

月
30
日
は
国
民
健
康
保
険
税
・
介

護
保
険
料
第
２
期
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
第
３
期
分
の
納
期
と

な
っ
て
い
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
口
座
振
替
で
の
納
税
は
便
利
・

安
心
・
確
実
で
す
】

★
便
利　

次
の
金
融
機
関
に
預
貯

金
口
座
が
あ
る
人
は
、
そ
の
預

貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
替

納
税
が
可
能
で
す
。

金
融
機
関
：
紀
陽
銀
行
、
な
が

み
ね
農
業
協
同
組
合
、
き
の
く

に
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

★
安
心　

現
金
を
持
ち
歩
く
必
要

が
な
く
、
盗
難
や
紛
失
な
ど
の

心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

★
確
実　

納
期
日
に
振
り
替
え
ら

れ
る
の
で
、
納
付
を
忘
れ
て
滞

納
と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
手
続
き
は
、
前
記
金
融
機
関
窓

口
の
ほ
か
、
税
務
課
、
美
里
支

所
住
民
室
で
も
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課 

　

℡
４
８
９
‐
５
９
０
５

《
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
》
の

受
付
終
了
が
迫
っ
て
い
ま
す
‼

30
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
受
付
は
８

月
29
日
（
金
）
ま
で
で
す
。
た
だ

し
、
委
託
先
の
医
療
機
関
の
空
き

状
況
に
よ
り
、
早
期
に
締
め
切
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
ド
ッ
ク
以
外
に
も
、
集

団
健
診
・
個
別
健
診
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。詳
し
く
は「
紀

美
野
町
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
」（
年

度
初
め
に
各
戸
配
布
）
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　

℡
４
８
９
‐
５
９
０
３

【
園
芸
施
設
共
済
】

自
然
災
害
な
ど
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
・
ガ
ラ
ス
室
等
の
施
設
が
被

害
を
受
け
た
と
き
、
損
害
を
補
填

し
、
農
家
の
経
営
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
ま
す
。

■
日　

時

　

平
成
27
年
１
月
11
日
（
日
）

　

受
付　

13
時
～

　

開
式　

13
時
30
分

■
場　

所　

紀
美
野
町
中
央
公
民

館（
役
場
横
動
木
２
８
８
の
４
）

■
対
象
者　

平
成
６
年
４
月
２
日

生
～
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま

で
の
方

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
総
務
学

　

事
課
（
℡
４
８
９
―
５
９
１
０
）

　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
〉

現
在
、
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま

で
の
間
に
、
現
況
届
を
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課
ま
た
は
、

美
里
支
所
住
民
室
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
所
得
制
限
等
で

現
在
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
方

も
必
ず
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

◇
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の

離
婚
な
ど
に
よ
り
父
又
は
母
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
に

つ
い
て
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定
と

自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

◇
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
20

歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た
は
精

神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
を
有
す

る
児
童
、
も
し
く
は
長
期
に
わ
た

る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
に
あ

る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
、
も

し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
の
負
担
を
軽

く
す
る
た
め
、
掛
金
の
半
分
を
国

が
負
担
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
和
歌

山
中
部
農
業
共
済
組
合
ま
で
。

本　

所

℡
０
７
３
７
‐
６
３
‐
５
１
２
１

海
草
支
所

℡
０
７
３
‐
４
８
２
‐
２
２
０
５

国民年金保険料の追納をお勧めします！
国民年金保険料の免除（全額免除・一部
免除・法定免除）、若年者納付猶予、学生
納付特例の承認を受けられた期間がある場
合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基
礎年金（６５歳から受けられる年金）の受
け取り額が少なくなります。
そこで、これらの期間の保険料は、将来
受け取る老齢基礎年金を増額するために、
１０年以内であれば遡

さかのぼ

って古い月分から納
める（追納）ことができます。
ただし、免除等の承認を受けられた期間
の翌年度から起算して３年度目以降の追納
の場合、当時の保険料額に一定の加算額が
上乗せされます。
• 一部免除を受けた期間は、残りの納付す
べき保険料が納付されていなければ追納
はできません。 

•「若年者納付猶予・学生納付特例期間」
が「法定免除・申請免除期間」より古い
（先に経した）月分である場合は、「若
年者納付猶予・学生納付特例期間」が優
先します。 

•「法定免除・申請免除期間」が「若年者
納付猶予・学生納付特例期間」より先に
経過した月分である場合は、どちらを優
先して納めるか本人が選択できます。 

•「若年者納付猶予・学生納付特例期間」
の中では、先に経過した月分から納める
ことになります。 

•「法定免除・申請免除期間」の中では、
先に経過した月分から納めることになり
ます。

■問い合わせ
住民課　　　　　　℡ 4 8 9 － 5 9 0 3
美里支所・住民室　℡ 4 9 5 － 3 4 6 4

国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

皆
様
へ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
和
歌
山
中
部
か

ら
の
お
知
ら
せ

成
人
式
の
ご
案
内

児
童
扶
養
手
当・特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
皆
様
へ
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臨
時
福
祉
給
付
金
の

ご
案
内
お
知
ら
せ

申
請
の
お
済
み
で
な
い
方
は
、

早
め
目
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。対

象
者
は
、
次
の
条
件
に
該
当

さ
れ
る
方
で
す
。

○
平
成
26
年
１
月
１
日
紀
美
野
町

に
住
民
票
が
あ
る
方

○
平
成
26
年
度
住
民
税
が
課
せ
ら

れ
て
な
い
方

○
扶
養
（
子
ど
も
等
に
）
さ
れ
て

い
る
方
も
非
課
税
の
方

受
付
場
所
は
、
住
民
課
・
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課
・
美
里

支
所
住
民
室

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
・

世
帯
主
本
人
確
認
確
認
書
類
（
免

許
証
・
保
険
証
等
）・
振
込
先
の

通
帳

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

　

℡
４
８
９
‐
９
９
６
０

平
成
26
年
度
和
歌
山
県
下
水

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
資
格
認
定
試
験

■
主　

催　
和
歌
山
県
下
水
道
協
会

■
試
験
日　

11
月
23
日
（
日
・
祝
）

■
試
験
会
場　

和
歌
山
県
民
文
化

会
館
（
和
歌
山
市
小
松
原
通
り
一

丁
目
１
番
地
和
歌
山
県
庁
正
門
前
）

　
（
11
月
３
日
（
月
・
祝
））
同
会
場

に
て
希
望
者
に
受
験
講
習
を
実
施
）

■
申
込
書
配
布
期
間　

８
月
18
日

（
月
）
～
９
月
12
日
（
金
）
ま
で

■
申
込
書
受
付
期
間　

９
月
１
日

（
月
）
～
９
月
12
日
（
金
）
ま
で

■
申
込
書
配
布
・
受
付
・
問
い
合

わ
せ
先

　

建
設
課　

℡
４
８
９
‐
５
９
０
４

　
（
直
通
）
又
は
和
歌
山
県
下
水

道
協
会　

℡ 

０
７
３
‐
４
３

５
‐
１
０
９
３

※
申
込
書
配
布
は
県
庁
下
水
道

課
、
県
下
水
道
公
社
及
び
各
振

興
局
で
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

粗
大
ご
み
の
出
し
方
に
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

粗
大
ご
み
切
符
は
、
町
指
定
ご

み
袋
に
入
ら
な
い
大
き
さ
の
ご
み

を
出
す
と
き
に
つ
け
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
小
さ
な
も
の
は
分
別

し
て
町
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
、
町

指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
も
の

は
、
他
の
袋
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に

入
れ
ず
に
、
ひ
も
で
縛
る
な
ど
し

て
、
大
き
さ
又
は
重
さ
に
見
合
っ

た
粗
大
ご
み
切
符
を
付
け
て
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

粗
大
ご
み
切
符
を
付
け
る
目
安

は
、
大
き
さ
で
は
30
セ
ン
チ
四
角

に
高
さ
40
セ
ン
チ
程
度
、
重
さ
で

は
10
㎏
毎
に
１
枚
付
け
て
く
だ
さ

い
。ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課　

℡
４
８
９
‐
５
９
０
３

住
民
室　

℡
４
９
５
‐
３
４
６
４

町
指
定
ご
み
袋
（
セ
ト
モ
ノ

等
用
袋
）
の
大
き
さ
が
変
わ

り
ま
し
た
。

本
年
４
月
及
び
５
月
の
町
配
布

チ
ラ
シ
等
で
、
家
庭
ご
み
の
分
別

の
徹
底
に
つ
い
て
町
民
の
皆
様
に

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の

方
々
に
適
正
な
分
別
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
従
来
の
「
セ
ト
モ
ノ
等

用
袋
」
に
つ
き
ま
し
て
、「
も
う

少
し
大
き
く
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
皆
様
か
ら
の
お
声
が
多
く
あ
っ

た
こ
と
を
受
け
、
袋
の
縦
横
の
寸

法
を
そ
れ
ぞ
れ
10
㎝
大
き
く
し
、

平
成
26
年
８
月
１
日
か
ら
町
商
工

会
加
盟
店
で
販
売
し
ま
す
。
価
格

は
、
今
ま
で
ど
お
り
10
枚
３
０
０

円
（
税
込
み
）
で
す
。

従
来
の
袋
も
今
ま
で
ど
お
り
使

用
で
き
ま
す
の
で
、
お
使
い
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
お
手
持
ち
の
セ
ト
モ
ノ

等
用
袋
の
数
量
が
多
く
、
ど
う
し

て
も
大
き
い
袋
へ
の
交
換
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
交

換
を
実
施
し
ま
す
。

■
期　

日　

８
月
１
日
か
ら
12
月

26
日
ま
で
（
た
だ
し
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
、
８
時
30
分
か
ら

17
時
15
分
）

■
場　

所　

住
民
課

　

美
里
支
所
住
民
室

対
象
袋　

セ
ト
モ
ノ
等
用
袋
に

限
り
ま
す
。

※
販
売
店
の
在
庫
交
換
は
、
紀
美

野
町
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課　

℡
４
８
９-

５
９
０
３

住
民
室　

℡
４
９
５-

３
４
６
４

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
様
へ
　
　
～
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
～

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
の
申
請
に
つ
い
て

70
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と

き
、
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
70
歳

未
満
の
方
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
認
定
証
の
交
付
は
、
事
前
に

住
民
課
・
住
民
室
に
お
い
て
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、「
保

険
証
」
と
「
印
鑑
」
を
持
参
の
上
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
既
に
交
付
を
受
け
て
い

る
方
は
、
現
在
お
持
ち
の
認
定
証

の
有
効
期
限
が
平
成
26
年
７
月
31

日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
更
新

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
住
民
税
非
課
税
の
方
は
、
入
院

時
の
食
事
代
が
減
額
に
な
る
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◎
自
己
負
担
限
度
額
に
つ
い
て

自
己
負
担
限
度
額
は
、１
か
月
・

１
医
療
機
関
ご
と
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
同
じ
医
療
機
関
で
の

外
来
と
入
院
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
計

算
と
な
り
ま
す
。（
入
院
時
の
食

事
代
や
室
料
差
額
な
ど
の
保
険
適

用
外
は
計
算
の
対
象
外
と
な
り
ま

す
。）なお

、
過
去
12
か
月
間
に
、
一

つ
の
世
帯
で
高
額
療
養
費
の
支
給

が
４
回
以
上
あ
っ
た
場
合
は
、
限

度
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

70
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て

70
歳
以
上
の
方
は
、
高
齢
受
給

者
証
（
ピ
ン
ク
色
）
を
提
示
す
る

こ
と
で
一
つ
の
医
療
機
関
に
お
け

る
入
院
時
の
窓
口
負
担
に
自
己
負

担
限
度
額
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
、
申
請
に
よ
り
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◎
自
己
負
担
限
度
額
に
つ
い
て

自
己
負
担
限
度
額
は
、
１
か
月

ご
と
に
、「
病
院
・
診
療
所
」「
歯

科
」「
調
剤
薬
局
」
な
ど
を
区
別

せ
ず
合
算
し
ま
す
。
ま
た
、
外
来

は
個
人
ご
と
に
ま
と
め
、
入
院
を

含
む
自
己
負
担
限
度
額
は
世
帯
内

の
70
歳
以
上
の
方
（
国
民
健
康
保

険
加
入
者
）
で
合
わ
せ
て
計
算
し

ま
す
。
な
お
、
入
院
時
の
食
事
代

や
室
料
差
額
な
ど
の
保
険
適
用
外

は
計
算
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ

る
場
合
は
、「
限
度
額
適
用
認
定

証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
は
交
付
で
き
ま

せ
ん
。

※
限
度
額
の
適
用
は
、
申
請
し
た

月
の
初
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

住
民
課
国
保
係　

℡ 

４
８
９

‐
５
９
０
３　

美
里
支
所
住
民
室

　

℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
３

粗大ごみ切符1枚の目安

【大きさ】

又は
【重　さ】

10kg

30cm
30cm

40cm
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紀美野町では、下記要領で職員採用試験を実施します。
■職種、予定人員等
一般事務職A、B　  ６人程度
（大学卒業、高校卒業程度）
保育士　　　　　　２人程度
消防吏員　　　　　１人程度
■受験資格
一般事務職A
 （大学卒業程度）

・昭和５９年４月２日から平成５年４月
１日までに生まれた者

・平成５年４月２日以降に生まれた者で
、学校教育法による大学（短期大学を
除く）及びこれと同等と認められる学
校を卒業した者又は平成２７年３月
３１日までに卒業する見込みの者

一般事務職B
（高校卒業程度）

・昭和５９年４月２日から平成９年４月
１日までに生まれた者

　ただし、学校教育法による大学（短期
大学を除く）及びこれと同等と認めら
れる学校を卒業した者や平成２７年３
月３１日までに卒業する見込みである
者など、平成２７年３月３１日現在で
大学（短期大学を除きます。）におけ
る在籍期間が通算して３年を超える者
は受験できません。

保育士 ・昭和５９年４月２日から平成９年４月
１日までに生まれた者で児童福祉法に
より保育士登録簿に登録されている者
又は平成２７年３月３１日までに登録
される見込みの者

消防吏員 ・昭和６３年４月２日から平成９年４月
１日までに生まれた者

※その他受験資格詳細については各「採
用試験案内」をご覧ください。

■採用試験日
【第１次試験】平成２６年　９月２１日（日）
【第２次試験】平成２６年１０月１１日（土）（一般事務職）予定
【　　〃　　】平成２６年１０月１２日（日）（保育士、消防吏員）予定
■試験会場
紀美野町総合福祉センター　和歌山県海草郡紀美野町下佐

々 1408番地４
■申込書の入手方法
申込書の配布については、平成２６年８月１日（金）から

平成２６年８月２６日（火）までの間（土・日を除く、８時
３０分から１７時１５分まで）に下記配布場所において配布
を受けるか、ホームページからダウンロードしてください。
郵送による配布はいたしません。
紀美野町役場本庁（動木287番地）
紀美野町役場美里支所（神野市場226番地１）
紀美野町消防本部（下佐々 803番地１）【消防吏員受験申込
書のみ配布します。】
HPｱﾄﾞﾚｽ　　http://www.town.kimino.wakayama.jp　
（※平成２６年８月１日以降に採用試験案内、申込書等がダ
ウンロードできます。）

■採用予定日　平成２７年４月１日
■申込み受付期間　
平成２６年８月１日（金）～平成２６年８月２６日（火）
１７時１５分必着
（上記期間の土・日を除く、８時３０分から１７時１５分まで）
紀美野町役場本庁　総務課で受付をします。

■その他
職員採用試験の詳細については、申込書と一緒にお渡しす
る「採用試験案内」に記載しております。
なお、その他お問い合わせは、総務課人事担当
（℡489-5912）までお願いします。

紀 の 海 広 域 施 設 組 合 職 員 募 集
海南市、紀の川市、紀美野町の２市１町で構成する紀の海広域施設組合では、平成２７年度に稼動予定のごみ処理施設での
技術職員を募集します。
１　試験区分及び採用予定人員

職種区分 採　　用予定人員
受　　　　　　験　　　　　　資　　　　　　格

学歴・免許等（次のいずれかに該当する方） 年　齢

電　気
技術職 １人

ア  学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。）において、電気工学を専攻して卒業した方又
は平成２７年３月に卒業見込みの方。（電気事業法の規定に基づく主任技術者の資格等に
関する省令第７条第１項各号の科目を修めていること。）

イ　電気主任技術者の免状を有する方。
昭和５４年４
月２日以降に
生まれた方

機　械
技術職 １人

ア　学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。）において、機械工学を専攻して卒業した方
又は平成２７年３月に卒業見込みの方。

イ　ボイラー・タービン主任技術者の免状を有する方。
ウ　一級海技士（機関）としての海技士の免許を受けている方、特級ボイラー技師免許を受け
ている方、エネルギー管理士免状の交付を受けている方又は技術士（機械部門に限る。）の二
次試験に合格した方。

２．試験期日　【第１次試験】９月２１日（日）
　　　　　　　【第２次試験】１０月下旬～１１月上旬（予定）
３．申込受付期間　８月１日(金) ～８月２２日（金）８時４５分～１７時３０分　郵送の場合、８月２２日（金）までの消印有効
４．申込先　紀の海広域施設組合（紀の川市桃山町元３６１番地６）
５．試験案内配布期間　８月１日（金）～８月２２日（金）　配布団体の開庁時間内
６．試験案内配布場所　紀の海広域施設組合　海南市役所　総務部　総務課（本庁　４階）
　　　　　　　　　　　紀の川市役所　市民部　廃棄物対策課（本庁　２階）　紀美野町役場　住民課（本庁　１階）
　　※　詳しくは、紀の海広域施設組合（℡　０７３６－６６－１８１３）又は組合ホームページ

平成26年度紀美野町職員募集について
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

■
日
時　

９
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

18
時
～
20
時
30
分

　
（
受
付
は
17
時
30
分
～
20
時
）

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
申
し
込
み　

不
要

■
参
加
費　

３
０
０
円
程
度

　
（
抹
茶
・
お
茶
菓
子
代
と
し
て
）

■
協
力　

き
み
の
茶
道
ク
ラ
ブ
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
づ
き

■
内
容　

野
点
・
コ
ン
サ
ー
ト
・

月
の
お
話
・
望
遠
鏡
で
の
観
望

■
概
要　

今
年
の
中
秋
の
名
月
は

９
月
８
日
（
月
）
で
す
。
天
文

台
で
は
、
前
日
の
晩
に
「
お
月

見
の
会
」
を
行
い
ま
す
。
十
五

夜
イ
ブ
の
お
月
様
を
見
上
げ
、

お
茶
の
香
り
や
心
地
よ
い
音
楽

と
と
も
に
、
名
月
の
明
か
り
で

癒
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

８
月
３
日
（
日
）　

　
　
　
　

16
時
～
19
時
30
分

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
電

話
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
参
加　

無
料
・
親
子
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

必
要
に
応
じ
お
弁
当

■
備
考　

曇
天
雨
天
で
も
室
内
で

望
遠
鏡
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
概
要　

天
文
台
職
員
と
友
の
会

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
優
し
く
丁
寧

な
指
導
で
天
体
望
遠
鏡
に
つ
い

て
学
び
、
親
子
で
実
際
に
操
作

を
体
験
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

当
日
の
夕
空
に
は
、
ク
レ
ー

タ
ー
が
よ
く
見
え
る
お
月
さ
ま

と
、
土
星
が
出
て
い
ま
す
。
自

分
の
手
で
望
遠
鏡
を
星
へ
向
け

て
、
観
察
し
ま
せ
ん
か
。

経
験
ゼ
ロ
の
方
も
大
歓
迎
。

家
に
あ
る
望
遠
鏡
の
使
い
方
が

わ
か
ら
な
い
方
や
、
こ
れ
か
ら

望
遠
鏡
の
購
入
を
考
え
て
い
る

方
も
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

天
文
台
イ
ベ
ン
ト　
　
　
　
　

８
月
の
天
文
教
室
「
親
子
望
遠
鏡
教
室
」

９
月
の
天
文
教
室

「
お
月
見
の
会
・
十
五
夜
イ
ブ
」

じ
ど
う
か
ん
巡
回
劇　
　

「
だ
っ
て
だ
っ
て
の

お
ば
あ
さ
ん
」

■
日
時　

８
月
22
日
（
金
）

　

開
場　

９
時
15
分
～

　

上
演　

９
時
30
分
～
10
時
40
分

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

※
上
演
後
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

あ
り
ま
す
。

■
時
間　

11
時
～
12
時
30
分

■
場
所　

役
場
２
階
２
Ｂ
会
議
室

■
対
象　

小
学
生
以
上

※
お
や
つ
も
あ
る
よ
！

■
そ
の
他　

当
日
受
付
・
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

ナ
イ
タ
ー
走
ろ
う
会

■
日
時　

９
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　

19
時
30
分
～

■
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的

運
動
広
場

■
種
目　

１
０
０
ｍ
・
１
０
０
０

ｍ
・
２
０
０
０
ｍ
・
３
０
０
０

ｍ
・
５
０
０
０
ｍ

※
複
数
の
種
目
に
参
加
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）・

電
話
番
号
・
参
加
種
目
を
、
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　
（
FAX
４
８
９
‐
５
４
０
０
）

■
参
加
費　

１
人
１
０
０
円

■
そ
の
他　

雨
天
中
止

　
（
態
度
決
定
16
時
）

【
ホ
ッ
ケ
ー
体
験
教
室
同
時
開
催
】

■
時
間　

19
時
～

■
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
そ
の
他　

申
込
不
要
･
参
加
費

無
料
・
ナ
イ
タ
ー
走
ろ
う
会
が

中
止
に
な
っ
た
場
合
、
体
験
教

室
も
中
止
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
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成
人
式
の
ご
案
内

■
日
時　

平
成
27
年
１
月
11
日

（
日
）13
時
30
分（
受
付
13
時
～
）

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象　

平
成
６
年
４
月
２
日
～

平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
※
平
成
26
年
成
人
式
の
記
念
写
真

に
つ
い
て

去
る
平
成
26
年
１
月
12
日（
日
）

に
中
央
公
民
館
で
成
人
式
を
行
い

ま
し
た
。
出
席
さ
れ
た
方
で
記
念

写
真
を
取
に
来
て
い
な
い
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

当
日
お
渡
し
し
た
引
換
券
を
持

参
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
引
換
券
を
紛
失
さ
れ
た
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
総
務
学
事
課

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
１
０
）

第
９
回
紀
美
野
町
文
化
祭

日
程
決
ま
る

11
月
１
日
（
土
）

　
　

２
日
（
日
）

　
　

３
日
（
月
・
祝
）

作
品
展
示
会

■
日
時

１
・
２
日　

９
時
～
17
時

　
　

３
日　

９
時
～
16
時

（
文
化
セ
ン
タ
ー
は
17
時
ま
で

展
示
）

■
場
所

【
一　
　

般
】　

中
央
公
民
館

【
児
童
生
徒
】　

文
化
セ
ン
タ
ー

児
童
生
徒
発
表
会

■
日
時 

１
日　

13
時
～
16
時

■
場
所 

文
化
セ
ン
タ
ー

一
般
芸
能
大
会

■
日
時 

２
日　

10
時
～
16
時

■
場
所 
文
化
セ
ン
タ
ー

茶
席

■
日
時 

１
・
３
日　

10
時
～
15
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
日
時 

２
日　

10
時
～
15
時

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

※
作
品
・
出
演
募
集
に
つ
い
て
の

詳
細
は
来
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ほ
ん
の
森
イ
ベ
ン
ト

大
工
さ
ん
の
木
工
教
室
で

『
扇
壁
掛
け
』
を
作
ろ
う
！

■
日
時　

８
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

野
上
中
学
校
技
術
室　

■
内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ　

　
　
　

木
工
教
室　

■
材
料
費　

３
０
０
円
（
現
地
で

集
め
ま
す
。
お
つ
り
の
な
い
よ

う
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。）

■
定
員　

申
込
み
先
着
30
名
程
度

■
申
し
込
み　

８
月
10
日
（
日
）

ま
で
に
左
記
ま
で
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

０
９
０
‐
８
９
３
７
‐
１
４
０
２
（
谷
口
）

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

６
日　

か
ん
た
ん
工
作

13
日　

お
休
み

20
日　

テ
ニ
ス
体
験
教
室

27
日　

か
ん
た
ん
ゼ
リ
ー
作
り

■
文
化
セ
ン
タ
ー

６
日　

ほ
た
る
夏
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

13
日　

お
休
み

20
日　

工
作
「
貯
金
箱
作
り
」

27
日　

ひ
ま
わ
り
の
種
と
り

～
星
に
願
い
を
～

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
３
０
０
冊
】

新
家
ゆ
い
か
（
下
小
１
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ
の
箱
庭
」

　
　
　
　
　
　

海
堂
尊
･
著

「
微
笑
み
の
海
」
熊
谷
達
也
･
著

「
約
束
の
海
」　

山
崎
豊
子
･
著

「
も
っ
と
知
り
た
い
日
本
１
０
０

名
城
（
古
代
・
中
世
・
近
世
の
城

編
）
」　

日
本
城
郭
協
会
･
監
修

「
ご
み
し
ゅ
う
し
ゅ
う
し
ゃ
の
ゴ

ン
ち
ゃ
ん
」　
　

田
中
四
郎
･
絵

「
だ
い
す
き
、
で
も
、
ひ
み
つ
」

村
上
康
成
･
絵

「
う
み
の
１
０
０
か
い
だ
て
の
い

え
」　
　
　

い
わ
い
と
し
お
･
作

「
季
節
を
食
べ
る
夏
の
保
存
食
・

行
事
食
」　
　
　

濱
田
美
里
･
著

「
み
ぢ
か
な
マ
ー
ク
（
マ
ナ
ー
や

ル
ー
ル
が
ど
ん
ど
ん
わ
か
る
！
）」  

鎌
田
達
也
･
文
･
構
成

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
盲
目
的
な
恋
と
友
情
」

辻
村
深
月
･
著

「
紅
け
む
り
」　

山
本
一
力
･
著

「
『
う
ら
や
ま
し
い
』
と
思
っ
た

と
き
に
読
む
本
」心

屋
仁
之
助
･
著

「
体
に
効
く
！
お
い
し
い
！
お
か

ら
レ
シ
ピ
」　
　

井
原
裕
子
･
著

「
は
ら
ぺ
こ
ソ
ー
ダ
く
ん
」

岩
田
明
子
･
著

「
ニ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の
お
さ
ん
ぽ
」

パ
メ
ラ
・
ア
レ
ン
･
作
・
絵

「
ド
ラ
え
も
ん
科
学
ワ
ー
ル
ド
ロ

ボ
ッ
ト
の
世
界
」

※
中
央
公
民
館
と
文
化
セ
ン
タ
ー

に
、
人
権
啓
発
図
書
（
一
般
書

・
児
童
書
）も
は
い
り
ま
し
た
。

■
臨
時
休
室
の
お
知
ら
せ

　

８
月
15
日
（
金
）
文
化
セ
ン
タ

ー
図
書
室
は
臨
時
休
室
い
た
し
ま

す
。
本
の
返
却
は
返
却
ポ
ス
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

!!

「
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
の
笹
に

色
ん
な
願
い
の
短
冊
が
か
け
ら

れ
ま
し
た
。」

☆
災
害
が
起
き
ま
せ
ん
よ
う
に

（
町
民
大
学
講
座
講
師 

正
木
明 

氏
）

☆
家
族
み
ん
な
が
健
康
で
幸
せ

に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に

☆
健
康
で
す
ご
せ
ま
す
よ
う
に

☆
お
金
持
ち
に
な
れ
ま
す
よ
う

に

☆
看
護
師
さ
ん
に
な
り
た
い

☆
一
輪
車
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い

☆
勉
強
で
き
ま
す
よ
う
に

☆
字
が
う
ま
く
な
り
ま
す
よ
う

に
☆
プ
ー
ル
で
泳
げ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
よ
う
に

・
・
皆
さ
ん
の
願
い
事
が

叶
い
ま
す
よ
う
に
・
・
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児
童
絵
画
展

～
君
の
絵
が
飾
ら
れ
て
い
る
よ
～

■
展
示
期
間 

10
月
末
ま
で

■
展
示
場
所 

中
央
公
民
館
・
役

場
本
庁
・
文
化
セ
ン
タ
ー
・
美

里
支
所

【
第
１
保
育
所
】
お
が
わ
か
な
め
・

ふ
た
が
わ
は
る
と
・
ア
レ
ン
り
お
・

な
か
は
ら
ゆ
う
が
・
や
ま
も
と
き

ず
な
・
や
ま
も
と
き
ら
り
・
ほ
り

き
ら
り
・
な
か
た
に
ゆ
い	

　

【
第
２
保
育
所
】
お
ぐ
し
か
な
と
・

ほ
た
に
さ
き　
　
　
　

【
神
野
保
育
所
】
み
な
み
ま
い
か
・

た
な
か
た
け
と
ら
・
は
ざ
ま
こ
う

や
・
な
か
に
し
う
い

【
毛
原
保
育
所
】
お
お
た
か
れ
お
ん

【
野
上
小
学
校
】
中
谷
吾
友
都
・

田
尻
萌
恵
・
小
川
留
奈
・
坂
本
心

音
・
大
西
絢
心
・
田
中
新
菜
・
廣

田
雄
一
・
服
部
生
蕗
・
前
硲
唯
・

中
前
大
樹
・
静
川
桃
音
・
唐
門
紘
・

栗
山
悠
那
・
河
本
陸
・
大
藪
歩
夢
・

橋
爪
玲
那
・
森
近
怜
奈

【
小
川
小
学
校
】
横
谷
飛
友
・
小

川
巧
貴
・
坂
口
巧
・
池
本
智
輝
・

上
田
尚
弥

【
下
神
野
小
学
校
】
松
尾
妃
那
乃
・

油
谷
叶
一
・
松
本
紗
也
加
・
中
部

屋
敬
大
・
塚
田
萌
楓
・
堂
西
玲
菜

【
毛
原
小
学
校
】
畑
中
健
吾
・
又

野
珂
乃
・
田
村
雅
・
野
口
愛
花
・

大
高
明
伸
・
林
香
里

【
野
上
中
学
校
】東
響
樹
・
松
浦
翔
・

松
尾
紗
奈
・
林
口
弘
樹
・
坂
口
美

瑠
・
長
生
沙
羅
・
宮
本
来
夢
・
中

西
楓
香
・
南
杏
奈
・
北
田
佳
緒
里
・

栗
林
友
美

【
美
里
中
学
校
】　

井
向
理
於
・
高

田
真
太
郎
・
前
久
保
美
優

【
長
谷
毛
原
中
学
校
】
森
下
あ
い

る
・
岡
地
成
吾

の
か
み
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ

田
渕　

美
沙
紀
さ
ん

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
に

出
場
決
定
!!

【
小
学
６
年
生
女
子
１
０
０
ｍ
】

　

第
１
位　

タ
イ
ム
13
秒
91

平
成
26
年
度
和
歌
山
県
小
学
生

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
兼
日
清
食

品
カ
ッ
プ
第
30
回
全
国
小
学
生
陸

上
競
技
交
流
大
会
和
歌
山
県
予
選

会
が
、
６
月
29
日
（
日
）
紀
三
井

寺
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
野
上
小
学
校
の
田
渕
美
沙
紀

さ
ん
が
、
見
事
優
勝
し
、
全
国
大

会
出
場
の
き
っ
ぷ
を
手
に
入
れ
ま

し
た
。

８
月
22
日
（
金
）
23
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
る
全
国
小
学
生
陸
上

競
技
交
流
大
会
に
和
歌
山
県
代
表

と
し
て
出
場
さ
れ
ま
す
。

和
歌
山
県
選
手
団
の
一
員
と
し

て
合
同
練
習
、
合
宿
で
更
に
好
タ

イ
ム
を
打
ち
出
せ
る
よ
う
活
躍
を

ご
期
待
し
ま
す
。

小
川
公
民
館
改
修
工
事
完
成

　

外
壁
塗
り
替
え
、
室
内
の
壁
紙

補
修
工
事
が
完
成
し
、
黄
色
の
新

し
い
顔
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
小
川
地
区
の
文
化
活
動

の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
工
事
中
は
近
隣
の
皆
様

に
は
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
そ
の
九
十
七

米
の
べ
ん
当
（
お
じ
い
さ
ん
の
子

ど
も
の
こ
ろ
の
話
）

の
か
み
の
民
話
よ
り

―
む
か
し
、
家
で
は
麦
ご
は
ん
を

食
べ
る
の
が
ふ
つ
う
や
っ
た
ん

や
。
麦
は
、
い
く
ら
つ
い
て
も
黒

い
す
じ
が
の
こ
っ
て
い
て
ね
、
そ

の
す
じ
を
「
ふ
ん
ど
し
」
と
言
う

た
ん
や
。

麦
は
、「
ふ
ん
ど
し
」
か
ら
二

つ
に
分
か
れ
て
、
ち
ょ
う
ど
と
ん

ぼ
の
頭
み
た
い
や
っ
た
。

米
の
ご
は
ん
は
、
め
っ
た
に
家

で
は
食
べ
ら
れ
や
な
ん
だ
が
、
学

校
へ
持
っ
て
い
く
べ
ん
当
に
は
、

黒
か
っ
た
け
ど
米
の
ご
は
ん
を
入

れ
て
く
れ
た
の
。
そ
の
米
の
ご
は

ん
を
食
べ
る
ん
が
楽
し
み
で
学
校

へ
行
っ
た
ん
や
。

友
だ
ち
の
中
に
は
、
米
の
べ
ん

当
が
楽
し
み
で
、
朝
、
学
校
へ
着

く
な
り
、
う
ら
の
山
に
登
っ
て
米

の
べ
ん
当
を
食
べ
て
し
も
た
者
も

い
た
な
あ
。

そ
れ
ほ
ど
、
ど
こ
の
家
で
も
お

米
を
大
事
に
し
た
ん
や
。
そ
や
か

ら
、
今
で
も
お
米
を
大
切
に
せ
な

あ
か
ん
な
あ
。

ー　わが町サークル　ー
「町老連ゲートボール部」

ゲートボール始めてみませんか？
色々なスポーツがある中で老若男女、ジャンルを
問わず誰でもできる生涯スポーツです。
現在、競技人数は激減し、私たち現在９名と本当
に少ない選手陣ですが週１回２～３時間の練習で楽
しくコミュニケーションを取り技術を磨き、県大会
上位を目指して頑張っています。
また、９月に開催される近畿大会出場資格を得
て、なお一層練習に励んでいます。
是非、私たちと一緒にゲートボールを楽しんでみ
ませんか？
参加お待ちしております。

■日時　毎週火曜日　13時～16時
■場所　スポーツ公園　ゲートボール場

先
月
号
（
７
月
号
）
の
人

権
委
員
会
地
区
委
員
さ
ん
の

紹
介
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、【
柴
目
地
区
】

は
前
田
薫
さ
ん
で
す
。
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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  学校だより
　『今年もやります。自主防共催保 ･ 小 ･ 中
　   ･ 地域連携「避難所運営訓練」』
	 紀美野町立美里中学校
本校では、毎年2学期の始業式の日に地震対応の
防災訓練を実施してきました。東日本大震災以来、
中学生の果たすべき役割は「自助」（自分の命を守
る）だけでなく「共助」（周りの人の命を守る）だ
と言われ、3年前から「共助」の力をつけるために
は、顔の見える地域にするための訓練が必要と考え、
自主防と共催の「総合防災訓練」に取り組んでい
ます。9月1日の防災の取組を核に地域の方々との
連携を密にし、3年前から毎年社会福祉協議会の協
力を得て「防災講演会」（今年度は６月25日）を
持っています。昨年度は残念ながら警報に阻まれ実
施できませんでしたが、今年こそ9月１日に下神野
地区自主防災組織の方々と共催で、美里中学校が中
心になり、神野保育所、下神野小学校、地域の方々
と共に「災害対応美里中学校第2避難所想定の避難
所運営訓練」を実施しようと計画しております。
なお、今年度は地域共育コミュニティの取組とし
て、教育広報テレビ「はばたく紀の国」の収録があ
ります。

歌
　
の
　
小
　
道

宿
坊
に
段
差
い
く
つ
も
五
月
闇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
口
早
苗

杉
に
出
て
杉
に
沈
め
る
月
涼
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

飛
行
機
雲
一
直
線
に
西
日
追
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
庭
武
彦

蓮は
す

巻ま
き

葉は

ほ
ぐ
し
て
ゆ
け
り
俄に

わ
か

雨あ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
て
る
代

半は
ん
げ
し
ょ
う
か
い

夏
生
峡
の
ポ
ス
ト
の
赤
す
ぎ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

板
渡
し
大
工
二
人
の
三
尺
寝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

荒
れ
果
て
し
兵
舎
の
跡
や
蚊か

喰く
い

鳥ど
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

日
に
焼
け
て
静
か
に
入
る
ぬ
る
き
風
呂
　
　
　
　
　
　
　
塚
田
幸
恵

息
を
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
飲
む
ビ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
口
井
重
信

紀
ノ
川
に
竿
の
音
鳴
る
炎
天
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
田
進
介

そ
よ
ぐ
風
岸
辺
の
緑
鳥
の
声

　
　
　
　
　
虫
の
こ
え
聞
く
初
夏
の
夕
ぐ
れ
　
　
　
　
　
吉
村
邦
彦

さ
く
ら
さ
く
ら
三み

春は
る

の
さ
く
ら
滝
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
老
い
さ
ぶ
る
身
を
運
び
て
愛
づ
る
　
　
　
角
谷
と
し
み

古
代
よ
り
歌
に
詠
ま
れ
し
藤
の
木
の

　
　
　
　
　
蛇
の
如
く
に
椎
の
木
を
巻
く
　
　
　
　
　
　
黒
西
葉
子

何
か
し
て
居を

ら
ね
ば
居
れ
ぬ
性さ

が質
を
持
ち

　
　
　
　
　
読
書
編
も
の
縫
ひ
も
の
を
せ
り
　
　
　
　
　
河
野
昭
子

ベ
ラ
ン
ダ
の
プ
ー
ル
に
「
き
ゃ
ぁ
き
ゃ
ぁ
」
は
し
ゃ
ぐ
声

　
　
　
　
　
曾ひ

孫ま
ご

の
成
長
わ
が
た
か
ら
も
の
　
　
　
滝
垣
内
嘉
代
子

仕
事
終
え
家
路
に
向
か
え
ば
唯
一
羽

　
　
　
　
　
は
ぐ
れ
カ
ラ
ス
か
暮ぼ

天て
ん

を
急
ぐ
　
　
　
　
西
佐
古
祐
子

夏
空
に
競
い
て
枝
を
の
ば
し
合
う

　
　
　
　
　
樹き

ぎ々
の
み
ど
り
の
下
影
を
行
く
　
　
　
　
梶
谷
美
瑳
子

文ふ
み

月づ
き

の
空
は
ほ
ん
の
り
う
す
明
か
り

　
　
　
　
　
合ね

む歓
の
花
咲
く
小こ

径み
ち

を
行
け
ば
　
　
　
　
　
寺
岡
幸
子

「
た
す
か
る
わ
」
嫁
の
こ
と
ば
に
夫つ

ま

と
わ
れ

　
　
　
　
　
米
つ
く
り
の
労
い
ま
報
わ
れ
る
　
　
　
　
中
浴
た
み
代

電
話
な
る
受
話
器
を
と
れ
ば
曾
孫
か
ら

　
　
　
　
　「
ば
あ
ち
ゃ
ん
元
気
」
と
幼
き
声
で
　
　
　
森
下
峰
子

と
な
り
家
も
空
家
と
な
り
て
過
疎
す
す
む

　
　
　
　
　
夫
と
ふ
た
り
夕
焼
け
の
中
　
　
　
　
　
　
山
田
ひ
ろ
子

墓
ま
い
り
ま
な
こ
閉
づ
れ
ば
鶯
の

　
　
　
　
　
間
近
く
鳴
き
て
心
澄
み
ゆ
く
　
　
　
　
　
森
脇
伊
佐
子

窓
ご
し
に
見
ゆ
る
灯
の
消
へ
る
頃

　
　
　
　
　
ふ
と
襲
ひ
来
る
心
の
闇
が
　
　
　
　
　
　
小
根
田
牧
子

  天文台だより
　『キャラバン隊ふたたび』
	 矢動丸　泰（みさと天文台長）

今から３年ほど前、町民のみなさんに日食メガネ
を工作してもらうため、金環日食にさきがけて天文
台職員が各所を訪問しました。小中学校全校や集会
場で行われている「ふれあいサロン」等、町内62
箇所に訪れました。
2014年10月には今年最大の天文ショー「皆既月
食」が起こります。そこで今年度は、月食について
のお話や３Ｄ（立体）映像を見ながら宇宙旅行を楽
しんでもらう出張講演を再開しました。これまでに、
シクラメンの会（本郷集会所）や、もみじの会（平
集会所）にお邪魔しています。参加の方から『前
もって教えて頂くことによって、その日（月食）の
来るのが楽しくなる為、ありがたいと思っていま
す』という感想を頂いています。
これからも各所に訪れ、星空のやさしいお話をし
ていきたいと考えています。我が地区の集会場に来
て欲しいという方は、天文台や中央公民館、保健福
祉課サロン担当などへ気軽にご連絡ください。お待
ちしています。

3Dメガネを
かけ宇宙旅
行を楽しむ
皆さん

社協「防災
講演会」
6.25
　　
講師　
南出 孝 氏
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☆
小
さ
な
手
で　

　
　

 

星
に
託
し
た

　
　
　
　
　

 

大
き
な
思
い
☆

７
月
７
日
の
七
夕
に
ち
な
み
町

内
の
各
保
育
所
で
「
防
火
七
夕
祭

り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、「
ひ
あ
そ
び
し

ま
せ
ん
」・「
ひ
の
よ
う
じ
ん
」
と

い
っ
た
防
火
の
誓
い
や
、「
プ
リ

キ
ュ
ア
に
な
り
た
い
」・「
さ
っ

か
ー
せ
ん
し
ゅ
に
な
り
た
い
」・

「
ケ
ー
キ
や
さ
ん
に
な
り
た
い
」・

「
け
い
さ
つ
か
ん
に
な
り
た
い
」

な
ど
色
々
な
願
い
の
こ
も
っ
た
短

冊
と
き
ら
び
や
か
な
飾
り
を
笹

い
っ
ぱ
い
に
吊
る
し
た
見
事
な
笹

飾
り
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
園
児
か
ら
い
た
だ
い
た

笹
飾
り
を
消
防
署
前
に
飾
り
つ
け

る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
道
行
く

人
へ
ひ
と
き
わ
華
や
か
に
防
火
の

Ｐ
Ｒ
を
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

住
宅
防
火
訪
問
を実

施
中
で
す

消
防
署
で
は
住
宅
防
火
対
策
の

向
上
を
図
る
べ
く
、
防
火
訪
問
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

消
防
職
員
が
各
戸
に
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
状
況
を
う
か
が
わ
せ
て

い
た
だ
い
た
り
、
防
火
に
つ
い
て

の
注
意
事
項
を
ご
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
訪

問
時
に
消
火
器
等
の
販
売
や
点
検

を
、
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
い
た
だ
き
、
巧
妙
な
手

口
で
高
額
な
請
求
を
す
る
な
ど
の

悪
質
な
訪
問
販
売
の
場
合
は
、
契

約
書
等
に
サ
イ
ン
し
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

町
民
の
皆
様
へ
の
お
願
い

町
内
の
県
道
や
町
道
等
に
お
い

て
、
道
路
や
歩
道
に
樹
木
の
枝
等

が
民
地
（
山
林
等
）
か
ら
は
み
出

し
、
救
急
車
や
消
防
車
の
緊
急
走

行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が

あ
り
ま
す
。
消
防
署
で
は
、
緊
急

時
に
迅
速
に
現
場
到
着
で
き
る
よ

う
心
掛
け
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

よ
う
な
場
所
が
あ
る
こ
と
に
よ
り

現
場
到
着
に
遅
れ
が
生
じ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
る
事
の
無
い
為
に
、
地
権

者
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
道
路

に
は
み
出
し
た
枝
等
の
伐
採
を
適

宜
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
狭
い
道

路
に
物
品
を
放
置
し
た
り
駐
停
車

す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
様
に
緊
急

車
両
の
通
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
放
置
物
品

の
撤
去
や
狭
い
道
路
に
駐
停
車
さ

れ
る
場
合
に
ご
注
意
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

電気はムダなく
            安全に使いましょう

コンセントに差し込んだまま
のプラグにホコリがたまると、火
災に繋がるおそれがあります。
コンセントのプラグにホコリ
がたまらないように、年１回以
上は掃除しましょう。

野上第１保育所（年長）野上第２保育所

毛原保育所 神野保育所

消防署前の笹飾り

６月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 28（１） 28（１）
一 般 負 傷 ５（　） ５（　）
交 通 事 故 ７（　） ７（　）

５（　） ５（　）そ の 他
合 計 45（１） 45（１）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
９
月
７
日（
日
）

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」
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定年なった夫がせっせと野菜を作ってくれるようにな
り、今までの何倍も野菜を食べる機会が多くなりました。
畑から直行の野菜を食べると、野菜作り初心者が作ったよ
うに思えないほど美味しいものであります。今はトマト、
スイカが熟し始め、夫は狸や鳥と格闘の毎日のようです。
旬の真っ赤に熟したトマトで自家製ケチャップを作ってみ
ませんか？温室のものより味も香りも良いものです。

トマトケチャップ

（材料）［出来上がり５００ｇ］　　
　　　トマト 熟したもの１.５ｋｇ（約８個） 
　　　玉ねぎ　小１個・人参　３０ｇ　
　　　にんにく、生姜 各１かけ・砂糖　５０ｇ
　　　塩　大さじ１・酢　大さじ３・月桂樹の葉　２枚 
　　　白粒コショウ　１０粒・粒クローブ　５粒
　　　赤唐辛子　1/2本・シナモン　小さじ２　
　　　タイム、セージ、パプリカ 各少々　

（作り方）
１、トマトはヘタを取り、皮を湯むきにして横二つに

切り、種を取り除く。
２、玉ねぎ、人参、にんにく、生姜は薄切り。赤唐辛

子は種を出す。
３、ホウロウかステンレス鍋に（１）を入れ（２）と

月桂樹の葉、粒コショウ・クローブを加える。煮
立つまで強火、後は中火にしてかき混ぜながら玉
ねぎが煮溶け、分量が1/3になるまで（３０～
４０分）煮詰める。

４、煮詰まったら分量の砂糖を加え、ひと混ぜして砂
糖を煮溶かす。

５、（４）を冷まして月桂樹の葉、粒香辛料、赤唐辛
子を除き、ミキサーにかけてから、こし器で濾す。

６、洗ったもとの鍋に（５）を戻し、塩と酢を加え、
中火にかけてとろりとなるまで煮詰め、粉末の香
辛料を入れて仕上げる。

　　９０度くらいに冷まして、消毒した瓶に詰め、冷
蔵庫で保存する。

産業課より

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第５０回）

中国語会話の基礎や習慣を高校生といっしょに学びません
か。初心者大歓迎です。
■期　間　10 月 15 日から翌年２月 18 日までの毎週水曜日
　　　　　15 時 20 分より 17 時まで
■講　師　三田博子 先生
　　　　　大阪市立大学大学院卒業、上海復旦大学留学　
　　　　　大阪市立大学非常勤講師、
■場　所　大成校舎　多目的教室

■費　　用　テキスト代　２，０００円程度
■募集人数　10 名程度　　　
■募集〆切　９月 10 日（水）応募多数の場合は先着順とさ
　　　　　　せていただきます。
■申し込み・問い合わせ
　　　　　　海南高等学校大成校舎
　　　　　　℡０７３‐４８９‐２０６９

高 校 生 と 一 緒 に 中 国 語 を 学 び ま せ ん か

編 集 後 記
暑中お見舞い申し上げます。
毎日、暑い日が続きますが如何お過ごしですか。
９日から夏の全国高校野球大会が始まり、15日（金）には花火
大会など催しが盛りだくさんの「きみの夏祭り」が木の温もり広場
（文化センター）で開かれます。皆さんお誘い合わせのうえご来場
ください。
また、家族旅行や海水浴など計画されている方も多いと思いま
すが、体調に十分注意され、この夏を楽しく過ごしてください。

紀美野町の人口

（平成26年6月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 　9,953人
 …………　男　 4,635人
 …………　女　 5,318人
 …………数帯世 4,517世帯

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）

1日（金）19:30 〜 ナイター走ろう会 スポーツ公園 生涯学習課 489－5915

　 　 19:00 〜 ホッケー体験教室 スポーツ公園 生涯学習課 489－5915

３日（日） 9:00 〜 がたろ大作戦(開会式：下佐々こども広場) 貴志川 総務学事課 489－5910

  〃 16:00 〜 天文教室【～１９：３０】 みさと天文台 みさと天文台 498－0305

　 8日（金）・27日（水） 移動町長室 美里支所 総務課 489－5912

住民室 495－3471

10日（日）11:00 ～ 犬・ねこの飼い方講習会【１６日(土)・２４日(日)】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489－6500

15日（金）16:00 ～ 第９回きみの夏祭り 木の温もり広場(文化センター ) 商工会 489－3260

21日（木）13:00 ～ 行政相談【～１５：００】 中央公民館 総務課 489－5912

美里支所 住民室 495－3471

22日（金） 9:30 ～ じどうかん巡回劇【～１０：４０】 中央公民館 青少年センター 489－5909

８月
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８
月
15
日
（
金
）、
紀
美
野
町

文
化
セ
ン
タ
ー
の
木
の
温
も
り
広

場
で
「
第
９
回
き
み
の
夏
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
花
火
大
会
を

は
じ
め
盆
踊
り
や
色
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
日
は
交
通
規
制
が
あ

り
ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。（
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ

さ
い
。）

臨
時
駐
車
場
か
ら
会
場
ま
で
の

無
料
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
別

に
配
布
し
て
い
ま
す
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。　

荒
天
の
場
合
は
８
月
16
日（
土
）

へ
順
延
い
た
し
ま
す
。
但
し
、「
仮

面
ラ
イ
ダ
ー 

ガ
イ
ム
」
シ
ョ
ー

や
他
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
は
中

止
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

き
み
の
夏
祭
り
実
行
委
員
会
事

務
局
（
紀
美
野
町
商
工
会
内
）

℡（
０
７
３
）４
８
９
‐
３
２
６
０

広　告

第９回

日
時
：
８
月
15
日（
金
）　　

午
後
４
時
ス
タ
ー
ト

場
所
：
木
の
温
も
り
広
場

　
　
　
　
　
　
（
紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
内
・
下
神
野
小
学
校
隣
）

き
み
の
夏
祭
り

きれいな河川をみんなで守りましょう
☆美里河川一斉清掃のお知らせ　みなさまのご参加をお待
ちしております。（作業は2時間程度です）
■実施日　　８月３０日（土）　※雨天の場合は９月６日（土）
■集合時間　８時
地　区　名 集　　合　　場　　所
下神野地区 美里中学校グラウンド
上神野地区 自然体験世代交流センター
国吉地区 国吉多目的集会所
毛原地区 毛原宮集会所前
長谷宮地区 旧 長谷小学校グラウンド
下真国地区 下真国交流センター駐車場
上真国地区 円明寺上北辰雄宅前
■申込み、問い合わせ先／　美里河川愛護会 事務局　
　美里支所　住民室（℡ 495－3463）へご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　 　（締切り８月１５日（金）まで）

■入場料（全自由席）
２, ０００円（当日 2,500 円）
前売りで完売した場合、当日券はありません。
未就学児同伴のご入場はご遠慮ください。

■チケット販売開始
８月６日（水）販売時間は各施設の開館、就業時間内です。
予約受付けはいたしません。

■チケット販売場所
中央公民館　文化センター　役場美里支所　小川地区公
民館　志賀野地区公民館　長谷毛原出張所　真国出張所
国吉出張所　総合福祉センター

■主　　　催　紀美野町　紀美野町教育委員会
■問い合わせ　

紀美野町中央公民館　℡ ４８９－５９１５
　和歌山県海草郡紀美野町動木 288-4 番地

9月６日（土）　開演　18時30分（開場予定　18時）
※開場時間は設営状況により前後します

紀美野町文化センター　みさとホール
出演　大月みやこ　劇団紀州　河村一樹

町民癒
いや

しの
　  コンサート

第９回きみの夏祭りプログラム
16:00 ～　県立海南高等学校美里分校和太鼓部
16:15 ～　野上中学校吹奏楽部
16:35 ～　スポーツ少年団新体操クラブ
16:40 ～　県立海南高等学校大成校舎軽音楽部
17:00 ～　スターキッズクラブ
17:10 ～　県立海南高等学校大成校舎ダンス同好会
17:25 ～　紀美野フラ･サークル「アロハ」
17:35 ～　開会セレモニー
18:05 ～　仮面ライダーガイムショー
18:55 ～　りら創造芸術高等専修学校
19:15 ～　河村一樹（演歌）
19:30 ～　紀美野町吹奏楽団
19:50 ～　盆踊り
20:30 ～　花火大会
21:00　　 終了
※天候等諸事情によりプログラムを変更する場合が
ございますので予めご了承ください。

大月　みやこ 劇団紀州（舞踏ショー） 河村　一樹


